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Ⅴ アウトカム項目

事業所は横浜市営地下鉄ブルーラインの「センター南」駅から徒歩１５分のところ
に位置し、近隣には都筑中央公園があり、四季折々の景色が楽しめる環境にありま
す。木造の２階建て２ユニットでＡＬＳＯＫ介護株式会社により運営されていま
す。
＜優れている点＞
地域との関係を重視してきており、自治会に加入し班長も務めました。新型コロナ
禍以前には、ホームで実施するソーメン流し、祭り、クリスマス会といった行事に
地域の住民にも来てもらっています。葛が谷地域ケアプラザが主催する体操教室に
は、事業所を会場として利用してもらい、地域住民とホームの利用者が一緒に楽し
んでいました。また、地域の祭り、自治会の消防訓練、地域の清掃・掃除にホーム
からも参加しており、交流が活発に行われていました。ホームの運営ではターミナ
ルケアに対する取り組みが積極的に行われています。重度化への指針によって、医
療機関と十分に話し合い、終末期の指針を家族に十分説明し、全職員で情報を共有
しています。年に１回看取り研修を実施しています。
＜工夫点＞
介護職員、ケアマネジャー、看護師からなる身体拘束廃止委員会を作り廃止への取
り組みを強めています。委員会の議事録は職員全員が確認しており、さらに職員研
修として、実際に身体拘束の疑似体験をして職員の意識を高めています。

今年度はコロナウイルス感染予防を徹底的に行い現在利用者様、職員共に感染者を出
すことなく介護サービスを提供する事ができています。私たちが今特に力を入れてい
る事は、最後までグループホームで暮らし、安心して過ごして頂ける環境作りです。
利用者様の入居年数や、グループホームでの看取りケアの希望も増え、利用者様の介
護区分も重度になってきています。食事、排泄、口腔ケアの方法等の介護技術を高
め、医療関係者と連携する事でグループホームでの看取り介護が実施できるように取
り組んでいます。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

概ね２ヶ月に１回の開催を目指しています
が、今年度はコロナウイルスの影響で、事
業所にお招きする事がでず、電話やFAXで
意見交換を行っています。

運営推進会議はほぼ２ヶ月に１回開催しています
が、参加者は民生委員、家族です。会議ではボラ
ンティアや体操教室の参加者の紹介を受けたり、
地域との交流について助言を受けて実行に移して
います。しかしながら、新型コロナ禍のために現
在は中断しています。

市区町村などで実施する研修や、横浜市の
グループホーム協議会に加入し情報提供頂
いています。又、生活保護ケースでは、担
当ワーカーとの連携、報告を密にして取り
組んでいます。

窓口は都筑区高齢支援課で、横浜市や都筑区で実
施する研修会の紹介を受けています。生活保護関
係の利用者もおり、届け出や、担当のケースワー
カーとの連携を密にしています。神奈川県グルー
プホーム連絡協議会に加入し、研修などにも参加
し、情報を入手しています。

自治会に加入し、毎年地域行事へ参加し、
事業所のイベントへの参加して頂いたりと
交流をしていましたが、今年度はコロナウ
イルスの影響で、地域との交流は散歩の際
に挨拶を交わす程度しか出来ていない状況
です。

自治会に加入しており、回覧板も必ず回ってきま
す。今年は新型コロナ禍の影響でとりやめていま
すが、地域での祭りや地域の清掃、消防訓練に参
加しています。また、ホームで開催する祭りや、
ソーメン流しなどのイベントにも地域の人達が来
てくれています。消防訓練や体操教室にも参加が
有りました。

　

行事案内をブログや掲示版に展示、近隣へ
の声掛けやポスティングを行い、介護施設
を身近に感じて頂けるようにしています。
又、地域の学校から依頼があった際には区
役所と連携し地域の人々に向けて活かして
います。

　

【みんなで元気に楽しく共に生きる】の理
念の下、利用者本意の個別ケアを主体とし
た取り組みが出来るよう、日常生活の様子
を記録に残し、カンファ等で話し合う場を
作り、職員全員で共有し、実践へとつなげ
ています。

開設時に作成した理念を大切にして、日々のケア
に活かしています。毎月の会議や日々のレクリ
エーション、イベントを考える時には、常に理念
を考えて企画を考え、職員に指導しています。カ
ンファレンスなどで話し合うときには、職員が共
有できるよう、理念を意識して話すようにしてい
ます。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている

入居契約、解約時は施設側、家族側が納得
の上契約される様充分な説明や話し合いの
場を設け、利用者、家族の意向、問題点を
確認し支援に反映しています。職員も内容
を把握し、同じ方向性でケアが出来る様努
めています。

会社、事業所にも苦情相談窓口を設けてい
ると共に、投書箱の設置、市区町村へ案内
の掲示をしています。又、職員全員が苦情
相談員としての一端が担える様、家族会で
の意見交換等から反映し努めています。

利用者や家族からの要望や意見に耳を傾けるよう
にしてます。苦情が出た時には、苦情対応ファイ
ルに記載し、解決後職員に周知をしています。最
近、家族から面会ができない為、ホームのブログ
を適宜アップして欲しい、ホームの手伝いをした
いという要望もあります。

2ヶ月に一度、身体拘束廃止委員会を開催
し、年2回研修を実施しています、又、拘
束の有無の外傷を発見した際には外傷確認
報告書を作成し、発見に気付けるように取
り組んでいます。

身体拘束防止のマニュアルがあり、２ヶ月に１回
身体拘束廃止委員会を開催しています。委員会に
は介護職員全員、ケアマネジャー、看護師が参加
しています。年に２回職員の研修も実施していま
す。最近の研修では身体拘束の疑似体験を実習し
ています。参加できなかった職員には研修日誌を
回覧しています。

事業所で高齢者虐待防止委員会を設け2ヶ
月に一度、話し合える場を設け、事例検討
や悩み、ケース検討を行っています。外傷
を発見した際には外傷確認報告書を作成
し、職員全員で共有し虐待防止に努めてい
ます。

会社研修、GH連絡協議会や各研修資料を掲
示し、職員が希望の研修に参加できるよう
にシフトの調整を行っています。学んだこ
とを事業所会議で情報の共有を行ない、実
践で活かせるように取り組んでいます。

　株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている

事前調査やサマリーだけの情報に頼らず、
職員全員で情報収集に努め、コミュニケー
ションの中から、本人の訴えや希望、意
向、不安、悩み等を傾聴し、知りえた新情
報を全職員が共有し、本人が安心出来る環
境、関係作りに努めています。

GH協議会や、GH連絡会に加入し、同業者と
の関われる機会を設けていますが、今年度
はコロナウイルスの影響で交流する事がで
きていません。新しい取り組みとして、
Webでの交流に向けて取り組んでいます。

会社やGH連絡会、GH協議会、市区町村での
研修案内を掲示し、参加を呼び掛けていま
す。又、職員面談の中で、得意な事は伸ば
し、不得意な事は改善出来るように、職員
と一緒に考えながら研修選びを行っていま
す。

年２回の人事考課を実施し、勤務状況、仕
事への意欲、取り組み姿勢等個別の評価を
しています。又、やりがいを持ち活き活き
と働けるよう、研修の参加を呼び掛け、知
識が向上し自信を持ってケアに取り組める
ように努めています。

月１回の定例フロア会議や、随時全体会議
を開催し意見交換を行なっています。又、
フロア長、リーダーといった役割を設け、
常に提案や意見が話し合えるような環境作
りを行い反映できるように努めています。

フロア会議や全体会議で職員の意見交換を通じて
要望、意見を収集したり、意見を言いやすい環境
づくりを心がけています。コロナ禍で、新しく
入った職員は家族との面識がない事から、面会前
に予約の電話をいれてもらい、どの家族かを事前
に把握できるようにしています。

　株式会社フィールズ
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

今年度はコロナウイルスの影響で面会や外
出の制限から、積極的に取り組む事が困難
な状況でしたが、電話や手紙のやり取りの
中で関係が途切れないように工夫していま
す。

入居時に家族や本人から、友人・知人の関係情報
を収集しています。また、日々の会話から出た名
前や場所などを把握し、家族に確認していいま
す。最近は関係維持のために、電話や手紙が中心
となっています。馴染みの美容室、歯医者や図書
館に行く利用者もいます。

事業所の理念の下、利用者も職員も、荏田
東で共に暮らす仲間として、楽しみや悲し
みを共感し合い、一緒に一つの事に皆で取
り組み、互いに「ありがとう」と声を掛け
合えるような関係作り取り組んでいます。

居室担当を付け、利用者や家族と密に連携
し信頼関係を築き、事業所から発行する
「一言通信」にて、日々の様子、健康状態
や内服薬等の情報を共有しています。

【必要な人に必要なサービスの提供を】の
会社理念の下、利用者と家族のニーズに
添ったケアプランを作成し、モニタリング
やカンファで話し合いを行い、ニーズに答
えられる様に努めています。

法人内の入居担当との連携、ご利用者相談
や要望を傾聴し、迅速な対応を心がけてい
ます。面会時等で、職員の対応からも安心
感を持って頂けるよう努めています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

日常での会話や、何気なく言った一言を拾
い、どのような状況の中からでも少しでも
本人の思い、希望へと繋げていける様に、
職員全員で把握できるよう話し合いを行
なっています。

日常的に利用者の言葉に注意を注いでおり、気が
付いたことをカンファレンスの時に確認していま
す。今年度は新型コロナの影響でカンファレンス
会議の開催も困難な状況で、グループラインを開
設し、情報共有をしています。これら情報はモニ
タリングやアセスメントの時に活かされていま
す。

バイタルの変化や食事量、顔色、表情、行
動や会話から、少しの違いに気付ける様、
日々の観察、見守りを行い職員間の申し送
りを徹底し、現状の把握、緊急時の対応に
もいち早く対応出来る様に努めています。

入居前に実態調査や、本人や家族から生活
暦、趣味や特技、生活環境等の情報収集に
努め、これまでの生活、生き方、暮らし方
を理解し、尊厳しこれからの生活に繋げら
れる様努めています。

日頃のレクリエーションや、日常家事（掃
除、洗濯、炊事）を通して互いに協力し、
支え合いながら出来る事をして頂いていま
す。又座る席や、散歩の時も利用者同士で
会話が出来る様にメンバー構成を考えて支
援しています。

契約終了後も介護サマリーにて情報提供
し、必要に応じては訪問し様子を伺い、安
心して生活出来るよう支援に努めていま
す。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る

入居前や入居後においても、受診が必要な
かかりつけ医には、継続希望があれば家族
付き添いで医療を受けています。受診後は
事業所往診医への報告、引き継ぎを希望さ
れる場合は、本人、家族の希望に添って対
応しています。

現在は、入居前のかかりつけ医を選んでいる入居
者はおらず、協力医の訪問診療をうけています。
歯科医来訪時には口腔ケアも行われています。外
来受診への対応は基本家族ですが、職員が必要に
応じて同行もしています。また、緊急時には職員
が対応し、後から家族も合流しています。

医師による訪問診療、訪問歯科、薬剤師に
よる薬剤指導、医療連携体制加算による訪
問看護、訪問訪問マッサージ等、その時々
のニーズに対応し必要な人に必要なサービ
スが提供出来るように取り組んでいます。

外出レクを行なう際に、包括支援センター
に車椅子をお借りしたり、図書館では、利
用者の趣味の植物図鑑を借りては皆で調べ
たり、イベント情報の収集等、地域資源を
活用しながら暮らしを楽しめるよう支援し
ています。

ケアプランを元にモニタリング、カンファ
レンスを全員が月１度必ず実施していま
す。入院や怪我等その他精神的な変化も含
め、家族、主治医や外来医師、看護師、歯
科医等、その方に関わるすべての情報を合
わせながら作成しています。

ケアマネジャー、担当職員、フロアの職員など、
関係する職員が毎月ケアカンファレンスを開き、
モニタリングを行っています。生活全般の解決す
べき課題、それに対するサービス内容、実効状況
で計画の進捗状況、家族の満足度などを評価し、
今後の計画をする仕組みとなっています。

生活記録や、個別の記録の申し送りによ
り、常に利用者の現状、新情報を把握する
よう努めています。カンファレンスやフロ
ア会議で居室担当を中心に、個別の検討事
項を話し合い意見交換しながら、実践に繋
げられるよう取り組んでいます。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

毎年地域の消防団や近隣住人、家族と共に
夜間を想定した非難訓練を行っています
が、今年度はコロナウイルスの影響で、事
業所のみで災害訓練を行っています。

緊急時マニュアルの配置、拠点病院の一覧
表の掲示、心肺蘇生法の講習のを行い、全
職員が緊急時に迅速に対応出来るように訓
練しています。実践力を身に付けられるよ
う、検討事例を会議で取り上げ話し合って
います。

年２回実施し、内１回は地域住民と行い、総勢１
５名ほどの参加となります。緊急連絡網の作成、
消防団との協力体制、運営推進会議での火災時の
協力の呼びかけをしています。備蓄品（食料・
水・缶詰・ガスコンロなど）は３ヶ月に１度の確
認と、分散保管をしています。

入院時はサマリーにて情報提供し、病院関
係者、家族との連携に努めています。入院
途中経過や、退院に向けての話し合いに同
席し、医師、ケースワーカー、家族と共に
情報交換しながら関係作りに努めていま
す。

ご本人、家族の意向に添うにように医療機
関と十分に話し合い共有しています。重度
化や終末期の指針を家族に再度説明し、全
職員で情報を共有し統一したケアで穏やか
に過ごせる様に取り組んでいます。

入居契約時に説明し、本人の状態により、適宜説
明をし、対応への同意を得ています。今年度も看
取り事例があります。年に１度看取り研修を実施
しています。看取りがあった場合には、当該職員
へのフォローも必ず行っています。居室担当職員
も同様に行い、後悔が残らないよう話し合ってい
ます。

異変や、気付きなどを記録に残し週１回の
医療連携看護師に報告、相談し健康管理に
努めています。必要に応じて医療機関へと
繋げています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

日々の会話の中から一人ひとりの嗜好の把
握、情報共有を行い提供できるように支援
しています。ご家族様と連携しヨーグルト
や卵、牛乳、納豆など個別の持ち込みで、
好きな物を最後まで食べられるように支援
しています。

献立は栄養士が立て、栄養素材ごとにカロリー計
算がされています。食事は調理専任が作っていま
す。入居者で可能な人は盛り付け、下膳、片付け
の手伝いをしています。イベント時にはメニュー
の変更を行い、食事が楽しめるような工夫をして
います。

常に利用者の立場、目線に立ち対応出来る
様、一日のスケジュールをなるべく決めず
に、「今」を大切にし考え、画一的な介護
にならない様に、個人のペース、リズムに
合わせて日々の流れを作るように心がけて
います。

地域やなじみの美容室、訪問美容を利用し
て身だしなみ整ええています。又、個別で
は化粧品や化粧水などの購入をご家族様に
依頼し、身だしなみやおゃれが楽しめるよ
うにしています。

水分補給時の飲み物の決定、散歩や入浴の
希望時間等、利用者の意向を伺い自己決定
が出来るよう行っている。意向が伝えられ
ない方に対しても、ご家族様と連携し、思
いや要望を選択し自己決定できる様工夫し
ています。1

浴室、トイレ、居室等、人目を避けプライ
バシー保持の工夫や、排泄の促しの際の声
の大きさ、排泄物の取り扱いにも注意を払
い、対応しています。利用者、職員間の会
話等も同様に個人情報には注意し行なって
います。

利用者の尊厳の確保およびプライドを守り、プラ
イバシーの確保を常に職員に伝えています。虐待
研修の一環として研修記録を作成しています。個
人情報の管理の徹底の為に研修を実施していま
す。現在、今のところ記録は紙ベースになってい
ます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

日常生活での体操や散歩、運動、を多く取
り入れ便秘予防に努めています。食事の摂
取量や義歯の不具合や体調面のも配慮し、
水分量の管理、食事形態を個別に対応し取
り組んでいます。

今までの生活環境に出来るだけ近づけられ
るよう、入浴時間の希望や浴槽に浸かる時
間等の情報収集を行い、入浴を楽しんで頂
ける様支援しています。

週２回の入浴は、本人の意向を聞き、希望に沿う
ようにしています。入浴を楽しめるように、入浴
剤・ゆず湯・季節に合わせた湯温調整を行ってい
ます。入浴を拒む人に対しては、家族との連携・
協力をし、環境を考えるなど全職員で取り組むこ
とにしています。

歯科医、歯科衛生士の指導を受け口腔ケア
を実施しています。又、一人ひとり個別に
対応し、残存機能を活かしたケアを行って
います。夜間は義歯を管理し、洗浄剤を使
用して衛生管理を行っています。

個々の排泄パターンの把握に努め、自立支
援に取り組んでいます。利用者の排泄に変
化があった際はカンファレンスを実施し、
声掛けや支援、排泄の間隔の調整などを行
い、出来る限りトイレで排泄が出来るよう
な支援を行っています。

本人の希望に合わせて対応しています。出来る限
りトイレでの排泄を支援しています。食事前後に
も声掛けをしていますが、本人が排泄を訴えた時
には随時対応しています。入院時のオムツ使用か
ら退院後はすぐにオムツを止め、トイレ支援をし
ています。

栄養士による食事献立がなされ、カロリー
計算がされています。摂取量の記録を基本
にカロリーコントロール、嗜好の有無でバ
ランスを考え、主治医の指示で他で栄養を
補ったり等、低栄養、脱水のないよう支援
しています。

　株式会社フィールズ



グループホームみんなの家横浜荏田東.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

おやつや日用品の買物等、自分で好きな
物、必要な物を選び購入できるように支援
しています。

食事の支度や盛り付け、食後の下膳、掃除
等、個々の出来る事を提供し役割が持てる
よう摂る組んでいます。利用者の楽しみを
理解し、継続出来る様、又新しい事を提供
する事で次への意欲に繋がる様支援してい
ます。

日頃から利用者の意向、希望、趣味、これ
からやってみたい事の聞き取りを行い実行
できるように努めてきましたが、今年度は
コロナウイルスの影響で実行する事が困難
な状況でした。

新型コロナが発生する前は、短時間でも毎日散歩
に行くように努めていましたが、現在は２日に１
度程度の頻度と成っています。買い物イベント、
外出イベントも企画していましたが、今年度は中
止しています。自立歩行困難な利用者は車いすで
散歩に出かけています。

日中の運動や散歩、レクリエーションを活
発にし、夜間安眠に繋がる様心掛け支援し
ています。夜間帯は消灯し、昼夜の変化を
付けますが、居室では自由に過して頂き、
個々の寝る時間を決めずに個別対応で支援
しています。

服薬説明書を個別ファイルにまとめ、服薬
ボックスは顔写真付きにし、２名体制で服
薬の確認をする事で確実に行うように努め
ています。体調の変化時は常に内服薬と照
らし合わせ、主治医の意見、支持が仰げる
様に努めていまうす。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している

一人ひとりの支援方法を見極めながら残存
機能を引きだし、出来る事や理解力を把握
しながら支援しています。転倒予防として
床緩衝材やコーナークッション、人感セン
サーを使用し安全に生活出来るように工夫
しています。

フロアには椅子やソファーを配置し、日当
たりの良い日にはベランダで外気浴が楽し
めるようにしています。又、利用者同士で
コミュニケーションが取れるように、席配
置にも工夫しています。

居室のレイアウト等本人と家族で考え、親
しみのある物、馴染み物、思い出の物、Ｔ
Ｖやその他必要に応じて自由に持ち込み、
本人が安心して過せるよう工夫していま
す。

居室担当制で、職員と利用者の関係を密にし、物
品の管理（主に衣服の破損状況、不測の分の補充
等）を行い、家族に連絡し揃えています。本人の
意向の把握や思いを引き出し、ケアの見直しなど
にもなっています。曜日によりリネン交換や掃除
を行い快適な生活が送れるように支援していま
す。

要望のある時は、いつでも電話ができ、家
族からかの電話も本人に繋げ安心できるよ
う支援しています。又、個別の携帯電話、
手紙やＦＡＸで自分の思いが伝えられられ
るように支援しています。

季節を感じる飾りつけを心掛け、散歩時に
草花を摘みフロアに飾り、行事の写真を展
示し回想、思い出話をしたり、カラオケＣ
Ｄや音楽で雰囲気を作る等工夫していま
す。

共用空間（居間・廊下等）は落ち着ける環境・雰
囲気を心掛け、飾りつけ時から利用者同士で話が
弾むように、作品等を飾っています。レク担当者
が主導し、月ごとに全職員が関わるようにしてい
ます。自分で作ったものや、みんなでやった事の
記憶が少しでも残るような工夫をしています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

グループホームみんなの家・横浜荏田東
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

概ね２ヶ月に１回の開催を目指しています
が、今年度はコロナウイルスの影響で、事業
所にお招きする事がでず、電話やFAXで意見交
換を行っています。

市区町村などで実施する研修や、横浜市のグ
ループホーム協議会に加入し情報提供頂いて
います。又、生活保護ケースでは、担当ワー
カーとの連携、報告を密にして取り組んでい
ます。

自治会に加入し、毎年地域行事へ参加し、事
業所のイベントへの参加して頂いたりと交流
をしていましたが、今年度はコロナウイルス
の影響で、地域との交流は散歩の際に挨拶を
交わす程度しか出来ていない状況です。

　

行事案内をブログや掲示版に展示、近隣への
声掛けやポスティングを行い、介護施設を身
近に感じて頂けるようにしています。又、地
域の学校から依頼があった際には区役所と連
携し地域の人々に向けて活かしています。

　

【みんなで元気に楽しく共に生きる】の理念
の下、利用者本意の個別ケアを主体とした取
り組みが出来るよう、日常生活の様子を記録
に残し、カンファ等で話し合う場を作り、職
員全員で共有し、実践へとつなげています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている

入居契約、解約時は施設側、家族側が納得の
上契約される様充分な説明や話し合いの場を
設け、利用者、家族の意向、問題点を確認し
支援に反映しています。職員も内容を把握
し、同じ方向性でケアが出来る様努めていま
す。

会社、事業所にも苦情相談窓口を設けている
と共に、投書箱の設置、市区町村へ案内の掲
示をしています。又、職員全員が苦情相談員
としての一端が担える様、家族会での意見交
換等から反映し努めています。

2ヶ月に一度、身体拘束廃止委員会を開催し、
年2回研修を実施しています、又、拘束の有無
の外傷を発見した際には外傷確認報告書を作
成し、発見に気付けるように取り組んでいま
す。

事業所で高齢者虐待防止委員会を設け2ヶ月に
一度、話し合える場を設け、事例検討や悩
み、ケース検討を行っています。外傷を発見
した際には外傷確認報告書を作成し、職員全
員で共有し虐待防止に努めています。

会社研修、GH連絡協議会や各研修資料を掲示
し、職員が希望の研修に参加できるようにシ
フトの調整を行っています。学んだことを事
業所会議で情報の共有を行ない、実践で活か
せるように取り組んでいます。

株式会社　フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている

事前調査やサマリーだけの情報に頼らず、職
員全員で情報収集に努め、コミュニケーショ
ンの中から、本人の訴えや希望、意向、不
安、悩み等を傾聴し、知りえた新情報を全職
員が共有し、本人が安心出来る環境、関係作
りに努めています。

GH協議会や、GH連絡会に加入し、同業者との
関われる機会を設けていますが、今年度はコ
ロナウイルスの影響で交流する事ができてい
ません。新しい取り組みとして、Webでの交流
に向けて取り組んでいます。

会社やGH連絡会、GH協議会、市区町村での研
修案内を掲示し、参加を呼び掛けています。
又、職員面談の中で、得意な事は伸ばし、不
得意な事は改善出来るように、職員と一緒に
考えながら研修選びを行っています。

年２回の人事考課を実施し、勤務状況、仕事
への意欲、取り組み姿勢等個別の評価をして
います。又、やりがいを持ち活き活きと働け
るよう、研修の参加を呼び掛け、知識が向上
し自信を持ってケアに取り組めるように努め
ています。

月１回の定例フロア会議や、随時全体会議を
開催し意見交換を行なっています。又、フロ
ア長、リーダーといった役割を設け、常に提
案や意見が話し合えるような環境作りを行い
反映できるように努めています。
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

今年度はコロナウイルスの影響で面会や外出
の制限から、積極的に取り組む事が困難な状
況でしたが、電話や手紙のやり取りの中で関
係が途切れないように工夫しています。

事業所の理念の下、利用者も職員も、荏田東
で共に暮らす仲間として、楽しみや悲しみを
共感し合い、一緒に一つの事に皆で取り組
み、互いに「ありがとう」と声を掛け合える
ような関係作り取り組んでいます。

居室担当を付け、利用者や家族と密に連携し
信頼関係を築き、事業所から発行する「一言
通信」にて、日々の様子、健康状態や内服薬
等の情報を共有しています。

【必要な人に必要なサービスの提供を】の会
社理念の下、利用者と家族のニーズに添った
ケアプランを作成し、モニタリングやカン
ファで話し合いを行い、ニーズに答えられる
様に努めています。

法人内の入居担当との連携、ご利用者相談や
要望を傾聴し、迅速な対応を心がけていま
す。面会時等で、職員の対応からも安心感を
持って頂けるよう努めています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

日常での会話や、何気なく言った一言を拾
い、どのような状況の中からでも少しでも本
人の思い、希望へと繋げていける様に、職員
全員で把握できるよう話し合いを行なってい
ます。

バイタルの変化や食事量、顔色、表情、行動
や会話から、少しの違いに気付ける様、日々
の観察、見守りを行い職員間の申し送りを徹
底し、現状の把握、緊急時の対応にもいち早
く対応出来る様に努めています。

入居前に実態調査や、本人や家族から生活
暦、趣味や特技、生活環境等の情報収集に努
め、これまでの生活、生き方、暮らし方を理
解し、尊厳しこれからの生活に繋げられる様
努めています。

日頃のレクリエーションや、日常家事（掃
除、洗濯、炊事）を通して互いに協力し、支
え合いながら出来る事をして頂いています。
又座る席や、散歩の時も利用者同士で会話が
出来る様にメンバー構成を考えて支援してい
ます。

契約終了後も介護サマリーにて情報提供し、
必要に応じては訪問し様子を伺い、安心して
生活出来るよう支援に努めています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る

入居前や入居後においても、受診が必要なか
かりつけ医には、継続希望があれば家族付き
添いで医療を受けています。受診後は事業所
往診医への報告、引き継ぎを希望される場合
は、本人、家族の希望に添って対応していま
す。

医師による訪問診療、訪問歯科、薬剤師によ
る薬剤指導、医療連携体制加算による訪問看
護、訪問訪問マッサージ等、その時々のニー
ズに対応し必要な人に必要なサービスが提供
出来るように取り組んでいます。

外出レクを行なう際に、包括支援センターに
車椅子をお借りしたり、図書館では、利用者
の趣味の植物図鑑を借りては皆で調べたり、
イベント情報の収集等、地域資源を活用しな
がら暮らしを楽しめるよう支援しています。

ケアプランを元にモニタリング、カンファレ
ンスを全員が月１度必ず実施しています。入
院や怪我等その他精神的な変化も含め、家
族、主治医や外来医師、看護師、歯科医等、
その方に関わるすべての情報を合わせながら
作成しています。

生活記録や、個別の記録の申し送りにより、
常に利用者の現状、新情報を把握するよう努
めています。カンファレンスやフロア会議で
居室担当を中心に、個別の検討事項を話し合
い意見交換しながら、実践に繋げられるよう
取り組んでいます。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

毎年地域の消防団や近隣住人、家族と共に夜
間を想定した非難訓練を行っていますが、今
年度はコロナウイルスの影響で、事業所のみ
で災害訓練を行っています。

緊急時マニュアルの配置、拠点病院の一覧表
の掲示、心肺蘇生法の講習のを行い、全職員
が緊急時に迅速に対応出来るように訓練して
います。実践力を身に付けられるよう、検討
事例を会議で取り上げ話し合っています。

入院時はサマリーにて情報提供し、病院関係
者、家族との連携に努めています。入院途中
経過や、退院に向けての話し合いに同席し、
医師、ケースワーカー、家族と共に情報交換
しながら関係作りに努めています。

ご本人、家族の意向に添うにように医療機関
と十分に話し合い共有しています。重度化や
終末期の指針を家族に再度説明し、全職員で
情報を共有し統一したケアで穏やかに過ごせ
る様に取り組んでいます。

異変や、気付きなどを記録に残し週１回の医
療連携看護師に報告、相談し健康管理に努め
ています。必要に応じて医療機関へと繋げて
います。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

日々の会話の中から一人ひとりの嗜好の把
握、情報共有を行い提供できるように支援し
ています。ご家族様と連携しヨーグルトや
卵、牛乳、納豆など個別の持ち込みで、好き
な物を最後まで食べられるように支援してい
ます。

常に利用者の立場、目線に立ち対応出来る
様、一日のスケジュールをなるべく決めず
に、「今」を大切にし考え、画一的な介護に
ならない様に、個人のペース、リズムに合わ
せて日々の流れを作るように心がけていま
す。

地域やなじみの美容室、訪問美容を利用して
身だしなみ整ええています。又、個別では化
粧品や化粧水などの購入をご家族様に依頼
し、身だしなみやおゃれが楽しめるようにし
ています。

水分補給時の飲み物の決定、散歩や入浴の希
望時間等、利用者の意向を伺い自己決定が出
来るよう行っている。意向が伝えられない方
に対しても、ご家族様と連携し、思いや要望
を選択し自己決定できる様工夫しています。1

浴室、トイレ、居室等、人目を避けプライバ
シー保持の工夫や、排泄の促しの際の声の大
きさ、排泄物の取り扱いにも注意を払い、対
応しています。利用者、職員間の会話等も同
様に個人情報には注意し行なっています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

日常生活での体操や散歩、運動、を多く取り
入れ便秘予防に努めています。食事の摂取量
や義歯の不具合や体調面のも配慮し、水分量
の管理、食事形態を個別に対応し取り組んで
います。

今までの生活環境に出来るだけ近づけられる
よう、入浴時間の希望や浴槽に浸かる時間等
の情報収集を行い、入浴を楽しんで頂ける様
支援しています。

歯科医、歯科衛生士の指導を受け口腔ケアを
実施しています。又、一人ひとり個別に対応
し、残存機能を活かしたケアを行っていま
す。夜間は義歯を管理し、洗浄剤を使用して
衛生管理を行っています。

個々の排泄パターンの把握に努め、自立支援
に取り組んでいます。利用者の排泄に変化が
あった際はカンファレンスを実施し、声掛け
や支援、排泄の間隔の調整などを行い、出来
る限りトイレで排泄が出来るような支援を
行っています。

栄養士による食事献立がなされ、カロリー計
算がされています。摂取量の記録を基本にカ
ロリーコントロール、嗜好の有無でバランス
を考え、主治医の指示で他で栄養を補ったり
等、低栄養、脱水のないよう支援していま
す。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

おやつや日用品の買物等、自分で好きな物、
必要な物を選び購入できるように支援してい
ます。

食事の支度や盛り付け、食後の下膳、掃除
等、個々の出来る事を提供し役割が持てるよ
う摂る組んでいます。利用者の楽しみを理解
し、継続出来る様、又新しい事を提供する事
で次への意欲に繋がる様支援しています。

日頃から利用者の意向、希望、趣味、これか
らやってみたい事の聞き取りを行ってい実行
できるに努めてきましたが、今年度はコロナ
ウイルスの影響で実行する事が困難な状況で
した。

日中の運動や散歩、レクリエーションを活発
にし、夜間安眠に繋がる様心掛け支援してい
ます。夜間帯は消灯し、昼夜の変化を付けま
すが、居室では自由に過して頂き、個々の寝
る時間を決めずに個別対応で支援していま
す。

服薬説明書を個別ファイルにまとめ、服薬
ボックスは顔写真付きにし、２名体制で服薬
の確認をする事で確実に行うように努めてい
ます。体調の変化時は常に内服薬と照らし合
わせ、主治医の意見、支持が仰げる様に努め
ていまうす。

株式会社　フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している

一人ひとりの支援方法を見極めながら残存機
能を引きだし、出来る事や理解力を把握しな
がら支援しています。転倒予防として床緩衝
材やコーナークッション、人感センサーを使
用し安全に生活出来るように工夫していま
す。

フロアには椅子やソファーを配置し、日当た
りの良い日にはベランダで外気浴が楽しめる
ようにしています。又、利用者同士でコミュ
ニケーションが取れるように、席配置にも工
夫しています。

居室のレイアウト等本人と家族で考え、親し
みのある物、馴染み物、思い出の物、ＴＶや
その他必要に応じて自由に持ち込み、本人が
安心して過せるよう工夫しています。

要望のある時は、いつでも電話ができ、家族
からかの電話も本人に繋げ安心できるよう支
援しています。又、個別の携帯電話、手紙や
ＦＡＸで自分の思いが伝えられられるように
支援しています。

季節を感じる飾りつけを心掛け、散歩時に草
花を摘みフロアに飾り、行事の写真を展示し
回想、思い出話をしたり、カラオケＣＤや音
楽で雰囲気を作る等工夫しています。

株式会社　フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 22/23

居室担当制を設け、家族との信頼関係の構
築、情報収集に努めている。利用者様に、
GHの生活に慣れて頂く事が精一杯で、利用
者様の入居前の行動や交友関係、馴染みの
場所にまでは支援できていない。

全職員が利用者様一人ひとりの意向や思
い、今までの暮らしの状況を把握し、ご家
族様と共に本人本位で安心して生活できる
環境を作ることができる。

ご家族様と協力し、利用者様一人ひとりの
交友関係や馴染みの場所や、暮らし方の希
望等を情報収集する。又、音楽の趣味や、
好きなテレビ等も細かく情報を集める。集
めた情報を事業所会議で報告し共有する。

3ヶ月

2 33

看取り介護が続き、１月から３名の利用者
様が入れ替わりがあり、どの方もお元気で
入居時に重度や看取りに対しての説明をし
ても認識が低いと感じた。高齢である事か
ら急激な変化もある事を、元気な時から説
明していく必要がある。

ご家族様が重度、終末期について事業所の
方針を理解する事ができ、その時に安心し
て対応できる心の準備をすることができ
る。

入居間もない方は、面会の呼びかけやイベ
ントのお誘い、家族会の説明等を行い参加
して頂けるように取り組む。又、現在安定
して過ごされている方に対しても、状態の
説明や日頃の様子等を説明する機会を増や
し、終末期の考えを共有する。

6ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

2020年度
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